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Collins Road Atlas Superscale Britain 2004
ラウンドアバウト













ウンドアバウトに入る前には stopではなく give way（米国では yield right of 
wayに相当する）という道路標識がある。後に述べるように，この give way
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員が明らかに広いものであるとき




































































































識がこの give way（既述のように米国は yield right of way）である。ラウン
ドアバウトはそもそもアメリカ人が考案してイギリスに逆輸入されたと言わ






　米国の yield right of wayは give wayよりも法（権利）が醸成される社会
過程をより表している。米国が先鞭を付けて用いた yieldを見てみよう。既
述のように，yieldは①と②や③などの意味を含む。①と②や③との間に意
味の開きを感じるが，語源辞典を見ると，yieldは古英語（Old English, 8 ～











































































































　重要なことは，米国やイギリスが道路標識 yield right of wayや give way
そしてラウンドアバウトは法の環境をつくりだしているということである。
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，われわれを喚起させたように思わ
れる。
 20） 『福沢諭吉著作集第 8巻』慶應義塾出版会，2003 年に所収，「脱亜論」（262 頁）
を参照。また丸山眞男著，松沢弘陽編『福沢諭吉の哲学―他六篇―』岩波書店，
2001 年，281–288 頁を参照。注意しなければならないことは，福沢は脱亜論を
唱えたが，「脱亜入欧」とは言ってはいない。
